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問題・目的 
近年、自然や環境を深く知ることをテーマとして

旅行が増えてきた。人々の身近で自然に触れる機会

が減少したと言われており、自然体験への欲求は増

大している（池谷 2007）。自然ガイドツアーにおけ

る解説とは、事実を言葉で伝えることだけではなく、

結果として、有意義な体験が参加者の自然に対する

興味や理解を増加させることを目的としている。ガ

イドに対する旅行者のニーズも多様化しており、ガ

イド団体に関する事例的研究、調査報告が散見でき

る。また、ガイドの専門性、ホスピタリティを持っ

たエコガイドが注目されており日本各地のガイド団

体の取り組みも活発化している。 
長野県の代表的な観光地である上高地でも、旅行

者のニーズに伴い、6 年前より 3 つの民間団体がエ

コガイドを設立している。その他、公的団体として

13 年前より自然公園財団が運営するガイドが存在

する。本研究の目的は、今までの既往研究で述べら

れてきた課題や重要な要素とされている事項につい

て、上高地のガイド団体を調査対象とし、事例研究

を通して実態を検証することである。加えて事業形

態を重要な要因と考え、公民の事業形態の相違にも

焦点をあてる。本研究では、先行研究を踏まえ以下

のような課題を問題意識として取り組んでいく。1.
旅行者への情報の不足、情報発信に課題がある。2.
民間と公的な団体が混在する地域において連携が薄

い。3.よりエンターテイメント性が必要とされるよ

うになった。その他、ガイドの知識力、プログラム

企画力は緊急性の高い課題であることが指摘されて

いる（南・小口・寺崎 2002）。また、参加者側の評

価という視点を入れることにより客観的に考察を進

めていく。東京都でもエコガイドの先進地とも言え

る小笠原地域で、16 年度にガイド参加者へのアンケ

ートを実施している。上高地のガイドを事例として、

同様の調査を行い、参加者の期待・満足度を明らか

にする。その上で、提供側での運営方針、課題が参

加者の評価にどのように影響しているのか検討する。 
方法 

1)公的機関、民間機関を調査対象としてエコガイド

団体の活動の現状や、既存研究で指摘されている課

題や重要とされる事項についての実態を把握するた

めのインタビュー調査を行う。2)ガイドへの期待、

ガイドの満足度を問う質問紙を作成し、ガイド参加

者の意識を調査する。質問紙調査の項目は東京都が

2006 年に小笠原で実施したガイドに関するアンケ

ートを基に、参加者の期待・満足度を問う質問項目

を作成した。 
結果と考察 

 エコガイド提供側では、ガイド内容やガイドの能

力向上に向けた動きにおいて、公的団体（自然公園

財団）より民間の団体（NPG）の方が比較的、自由

度の高い活動がなされているということが分かった。

自然公園財団では、業務に対する人手不足、職員の

大半が半期雇用であるという現状からガイドの改善

に費やす時間がないのが現状のようである。解決策

として、パークボランティアの活性化が望まれる。

しかし、ボランティアの運営課題として、若いボラ

ンティアの不足による活動範囲の縮小、実際に活動

するメンバーの減少、固定化、活動のマンネリ化な

どが築島（2000）によって指摘されており、上高地

のボランティアにおいても同様の課題が見られた。

ボランティアの活性化のためには人員を補うという

関係だけではなく、ボランティアの自立した活動を

支援するパートナーシップを築いていくことが求め

られている。また、ガイドの網羅的な情報発信や、

地域全体における資質向上のために、ガイド間での

連携が必要となってきている。 
 参加者側の意識については、ガイド参加前の期待、

満足度ともに環境教育的な要素よりもエンターテイ

メント性やホスピタリティといったことが重要視さ

れることが明らかになった。これは、提供側の NPG
が意図するガイド内容と参加者のニーズが一致して

いるといえる。しかし、参加者の層や自然に対する

興味の度合いによっても期待や満足度に違いがでて

くることが予想される。今後、満足度の高いエコガ

イドを提供していくためにも継続して参加者のニー

ズを把握していくことが望まれる。 
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